
闘

一イ

ド

藩

高
野
山
と
熊
野
本
宮
大
社
を
結
ぶ
「小
辺
路
」
は
、難
所
が
多
い
た
め

往
時
の
自
然
景
観
が
残
り
、閑
寂
な
雰
囲
気
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

聖
地
で
心
を
清
め
、疲
れ
た
身
体
を
温
泉
で
癒
や
し
な
が
ら
、地
元
の

食
材
で
明
日
の
活
力
を
い
た
だ
く
。
難
路
だ
か
ら
こ
そ
、
語
り
部
や

山
岳
ガ
イ
ド
の
案
内
で
、安
心
な
古
道
歩
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

Ⅱ訓
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快適安全な登山道

健 脚

郎
「

世
界
邊
差
焦

野
参
告
道

L



高野山へ く主な公共交通案内〉

―東京。名古屋。大阪方面から
東京=〈新幹線/約 1時間40分〉=名古屋=〈新幹線/
約50分〉=新大阪一く大阪市営御堂筋線/約 15分〉一
なんば 難波一〈南海電鉄高野線特急/1時間20分〉
―極楽橋―〈南海高野山ケーブル/約 5分〉一高野山

“

大阪国際空港 (伊丹空港)0高野山【約2時間】
〈空港リムジンバス〉=なんば 難波一く南海電鉄高野線
特急〉一極楽橋―〈南海高野山ケーブル〉―高野山

関西国際空港→高野山【約2時間1分】

く南海空港線特急〉―天下茶屋一〈南海高野線特急〉
一極楽橋一く南海高野山ケーブル〉一高野山

熊野本宮大社から〈主な公共交通案内〉

―名古屋方面ヘ
本宮大社前=〈熊野交通バス奈良交通バス明光バス

/約 1時間20分〉=新宮=く」R紀勢本線特急/約 3時
間30分〉=名古屋

大阪方面ヘ

本宮大社前=〈龍神バス明光バス/約 2時間〉=紀伊
田辺=〈」R紀勢本線特急/約 2時間〉=新大阪

“
熊野本宮大社→南紀白浜空港【約2時間29分】
本宮大社前=〈明光バス龍神バス〉=紀伊田辺=〈」R

紀勢本線〉=白浜=〈連絡バス〉=南紀白浜空港

熊野本宮大社→関西国際空港【約3時 Po549分】
本宮大社前=〈明光バス龍神バス〉=紀伊田辺=く」R

紀勢本線〉=和歌山一〈」R阪和線〉=日根野=〈JR関
西空港線〉=関西国際空港

熊野本宮大社→大阪国際空港 (伊丹空港 )【約4時間45分】
本宮大社前=〈明光バス龍神バス〉=紀伊田辺=く」R
紀勢本線〉=和歌山一〈」R阪和線〉=新大阪=〈空港リ
ムジンバス〉=大阪国際空港(伊丹空港)

I交通手段】=(」R)― (地下鉄私鉄)=(バス)一 (ケーブルカー)

」AL
至羽田空港

(約 1時間 10分 )

(徒歩)※所要時間は、目安です。(乗換時間は含みません)

御坊
紀州鉄遺

西御坊

伊勢湾岸自動車道

松阪 TT

1,I勢神ff

●■■■■■DJヽ鵬
―ロロロロ熙野■田道

― ―― 」R

―

地下鉄。私鉄

―

榔

―

報 鵬

紀
勢
自
動
車
道
路

Ｎ
④

新宮

紀伊勝浦
紀伊田辺

南紀白浜空港

大阪国際空港(伊丹空港)

三
重
県

」R和歌山線 橋余

■観光・宿泊情報

十津川村観光振興課

十津川村観光協会

野迫川村産業課

高野山宿坊協会

高野町まち未来課

熊野本宮観光協会

世界遺産熊野本宮館

0746菱婆2-Ooo4

0746-63-0200

0747-37-2101
0736-56-2616
0736-56-3000

0735-42-0735

0735-42-0751

0746-68-0336
0747-23-1151

■交通機関情報

南海電鉄(高野山駅)

高野山タクシー

」R西日本お客様センター

奈良交通(株 )お客様サービスセンター

村営バス管理運営事務所く十津り|)

熊野交通(株 )〈新宮〉

明光バス〈白浜〉

龍神パスく田辺〉

三光タクシーく十津川〉

熊野第一交通(株)本宮営業所

■航空会社

日本航空

全国空

日本航空・南紀白浜空港

0736‐56-2305
0736‐56-2628
0570‐00-2486
0742‐20-3100
0746‐64-0408
0フ 35‐22-5101
0739‐42‐3005
0739-22-2100
0746-64-0231
0735‐42-0051

06-6344-2355
06‐7637-8800
0570‐025-071

■語り部情報

十津川鼓動の会

熊野本宮語り部の会
｀
高野みらい語り部の会

090‐8937‐6920
0735-42-0735
0736-56-2900

■宿泊ホテル情報 (野迫川村 十津川村)

奥高野 野迫川温泉ホテルのせ川 0747-38‐ 001

十津川温泉ホテル昴

■

…五條土木事務所く十津,D

五條土木事務所

0746-64‐ 111

■発行

心身再生の郷づくり実行委員会

事務局 :十津川村観光振興課

TELi0746‐ 62-0004(直通/土 日 祝を除く)
FAX:0746-62-0210
〒637‐ 1333奈良県吉野郡十津り|1村 /1ヽ原225-1
URL//httpブ /www.viltotsukawa lg ip
E‐mal1/kankou@vill totsukawa lg ip

■企画・制作

クラブツーリズム株式会社 地域交流部
TEL:03‐ 5323‐6965

観光コンシェルジュがご案内。新鮮な大和野菜が毎日届きます。 高野山と熊野本宮大社等の観光資料や和歌山の特産品が勢揃い !

奈良まほろば館 わかやま紀州館
■営業時間/10:30～ 19:00

(休館日/12月 31日 ～1月 3日 )
■所在地/
東京都中央区日本橋室町1丁 目6番2号

日本橋室町162ビルlF・ 2F
■TEL/03‐ 3516‐ 3931■ FAX/03‐ 3516‐ 3932

■ホームページ/
http://www rrahoroba‐ kan ip

■営業時間/10:00～ 19:00

(日曜 祝日は～18100・休館日 /年末年始 )

■所在地/
東京都千代田区有楽町2丁目10番 1号

東京交通会館地下1階

■TEL/033216‐ 8000■ FAX/033216‐ 8002

■ホームページ/

心身再生の郷づくり実行委員会
農林水産省平成26年度都市農村共生・対流総合対策交付金を活用した取り組み

テレフォンガイド

小辺路 (高野山0本宮)アクセスマップ

辟
蒙

奈良県・和歌山県のアンテナショップ



快適安全な登山道

世
界
遺
産

高
野
山
・熊
野
２
つ
の
聖
地
を
翔
る

か

け

日
本
屈
指
の
聖
地
善
同
野
山
と
熊
野

貴
重
な
世
界
遺
産
の
参
詣
道
（古
道
）

古
来
、
神
々
が
鎮
ま
る
聖
な
る
地
と
し
て
敬
わ

れ
て
き
た
紀
伊
山
地
。
熊
野
三
千
六
百
峰
と
言
わ

れ
る
広
大
な
エ
リ
ア
に
は
、
自
然
信
仰
が
ル
ー
ツ

で
、
日
本
の
宗
教
の
原
点
と
も
言
え
る
熊
野
三
山
、

仏
教
の
一大
聖
地

上
局
野
山
、
人
里
離
れ
た
険
峻
な

山
岳
地
で
の
修
業
を
基
本
と
す
る
日
本
古
来
の
修

験
道
の
聖
地

・
吉
野
大
峯
が
あ
り
ま
す
。

２
０
０
４
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
「紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
は
、
そ
れ

ら
の
霊
場
と
、
そ
れ
を
結
ぶ
古
道
。
「道
」
が
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、
ス
ペ
イ
ン
の

「サ
ン
テ
イ
ア
ゴ
。デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
の
巡
礼
路
」

が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
往
時
の
面
影
を
よ
く
残

し
た
風
情
あ
る
古
道
で
、
歴
史
的
に
も
文
化
的
に
も

貴
重
な
遺
産
で
あ
る
点
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

熊
野
参
詣
道
に
は
、
平
安
の
昔
か
ら
、
都
の
上
皇

法
皇
や
貴
族
た
ち
が
足
繁
く
通
っ
た
「中
辺
路
」
、
紀

伊
半
島
の
海
沿
い
を
行
く
風
光
明
媚
な
「大
辺
路
」
、

伊
勢
と
熊
野
を
結
ぶ
「伊
勢
路
」
、修
験
者
の
行
場
と

し
て
開
か
れ
た
「大
峯
奥
駈
道
」
、
そ
し
て
高
野
山

と
熊
野
本
宮
大
社
を
結
ぶ
山
岳
ル
ー
ト
の
「小
辺

路
」
が
あ
り
ま
す
。

中
世
に
至
る
頃
に
は
、
一般
庶
民
も
こ
ぞ
っ
て
熊

野
を
目
指
し
て
旅
を
し
、″
蟻
の
熊
野
詣
で
″
と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
に
多
く
の
人
々
が
歩
い
た
の
で
す
が
、

険
し
い
山
中
を
行
く
小
辺
路
は
、
ほ
か
の
ル
ー
ト
と

は
少
し
異
な
る
特
別
な
道
な
の
で
す
。

長
大
な
る
熊
野
参
詣
道
で
も

最
も
歩
き
応
え
の
あ
る
難
路

弘
法
大
師
空
海
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
仏
教
の
霊

峰

上
局
野
山
と
、
浄
化
と
蘇
り
の
聖
地

・
熊
野
を
ダ

イ
レ
ク
ト
に
結
ぶ
山
岳
ル
ー
ト
で
、
俗
世
間
か
ら
隔

絶
さ
れ
た
標
高
千
メ
ー
ト
ル
級
の
峰
や
峠
を
い
く

つ
も
越
え
て
い
く
、非
常
に
険
峻
な
道
。

紀
伊
半
島
の
脊
梁
を
な
す
深
い
山
中
を
南
北
に

縦
断
、ど
こ
ま
で
見
渡
し
て
も
山
ま
た
山
の
深
い
山

中
を
通
る
全
長
約
７０
ｋｍ
に
も
及
ぶ
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
。

途
中
、」堡
局
１
０
７
０
ｍ
の
水
ヶ
峻

１
２
４
６
ｍ
の
伯

母
子
峠

１
０
８
０
ｍ
の
三
浦
峠
、
１
１
１
４
ｍ
の
果

無
峠
な
ど
、
千
メ
ー
ト
ル
越
え
の
ひ
と
つ
の
峰
と
３

つ
の
峠
が
あ
り
ま
す
。

・
天空の郷
・
と呼ばれる果無集落 (日本の里 100選 )。 今なお、自然に寄り添うような音ながらの暮らしが息づく。

果無峠へ向かう登山口

語り部の解説を聞く



高野山輸剛峯寺)
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大
峯
奥
駈
道f②橘1亀区農家民宿

Fo O

和歌山県

小辺路ルート

高野山の中心部、金剛峯寺前が起点。薄峠、大滝の集落を過

ぎ、高野龍神スカイライン・林道タイノ原線へ。水ヶ峰屋敷跡

や平辻の道標地蔵などに古道の面影が残る。

大股からはつづら折れの急坂,萱小屋跡を過ぎ、桧峠を越える

と伯母子峠。峠から15分程の伯母子岳山頂は360度 の眺望。

峠からの下りには広大な敷地の上西家跡などがある。

吊り橋を渡つて、石畳や棚田が残る三浦集落へ。吉村家跡の

ねじ由がつた杉の巨木や丁石等を見ながら三浦峠へ。峠から

は古矢倉跡。出店跡・矢倉観音堂を経て西中へ下る。

小辺路最後の難所だが、道端に祀られた三十三観音石仏が

道中の安全を見守つている。風情ある石畳の道を登ると著名

な果無集落。峠を越えて、三十丁石手前で熊野川が見える。

買い物が楽しめる道の駅を過ぎ、三軒茶屋跡で中辺路と合流。

緑豊かな熊野本宮大社裏鳥居手前の祓殿 (はらいど)王子に

詣でて身を清め、いよいよクライマックスの熊野本宮大社へ。

世界邊産焦野参考4

討

容
易
に
は
歩
け
な
い
小
辺
路

完
全
踏
破
を
目
指
す
な
ら

中
辺
路
や
伊
勢
路
の
場
合
は
、
観
光
気
分
で
気
軽

に
歩
け
る
散
策
路
も
多
く
あ
り
、世
界
遺
産
登
録
後

は
人
気
が
高
ま
っ
て
、非
常
に
多
く
の
人
が
訪
れ
る

メ
ジ
ャ
ー
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
小
辺
路
の
場
合
は
、
そ
ん
な
の
ど
か
な

「古
道
歩
き
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く
異
な
り
、
実

質
「登
山
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
。

ア
ツ
プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い
峠
越
え
が
い
く
つ
も
あ

る
ば
か
り
で
な
く
、
距
離
が
非
常
に
長
い
の
で
、
装

備
や
心
構
え
も
そ
れ
な
り
に
必
要
で
、〔九
全
踏
破
は

決
し
て
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
途
中
の
交
通
ア
ク
セ
ス
も
決
し
て
便
利
で

は
な
い
の
で
、
分
割
し
て
少
し
ず
つ
歩
く
と
い
う
プ

ラ
ン
も
あ
ま
り
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
土
地

勘
の
な
い
人
が
個
人
で
歩
く
に
は
か
な
り
難
易
度

の
高
い
コ
ー
ス
で
す
が
、古
道
と
し
て
の
趣
き
が
あ

り
、自
然
も
豊
か
。
熊
野
古
道
の
中
で
も
非
常
に
魅

力
あ
る
道
で
、
「熊
野
古
道
の
卒
業
コ
ー
ス
」
と
も

言
わ
れ
、憧
れ
る
人
が
多
い
特
別
な
道
で
す
。

そ
ん
な
難
路
で
す
が
、
コ
ー
ス
を
知
悉
し
、
山
慣

れ
た
山
岳
ガ
イ
ド
や
語
り
部
と
歩
け
ば
安
心
で
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
行
程
を
組
み
、
無
理
の
な
い
計
画

で
ト
ラ
イ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
コ
ー
ス
上
に
は
、
古
い
歴
史
や
地
域
固
有

の
文
化
を
伝
え
る
史
跡
な
ど
が
点
在
、
歩
き
な
が

ら
目
に
す
る
天
水
田
跡
や
地
蔵
菩
薩
な
ど
に
も
歴

史
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
元
を
よ
く
知
る
語

り
部
と
共
に
歩
け
ば
、折
々
の
自
然
に
関
す
る
話
題

な
ど
も
含
め
、
た
だ
歩
く
だ
け
で
は
気
づ
か
な
い
さ

ま
ざ
ま
な
学
び
が
得
ら
れ
ま
す
。

峠
と
峠
の
間
に
小
さ
な
集
落
は
あ
る
も
の
の
、

歩
き
旅
で
し
か
辿
る
こ
と
の
で
き
な
い
音
の
ま
ま

の
姿
を
留
め
て
い
る

小
辺
路
。
い
に
し
え

の
巡
礼
者
同
様
、
一

歩

一歩
自
分
の
足
で

歩
み
を
進
め
る
こ

と
で
し
か
出
会
え

な

い
″
何

か
″
が
、

き
っ
と
あ
り
ま
す
。

果無集落を行く

小辺Ftt養ムマップと

スタンプ押印帳
詳細な小辺路ルートマップは、

十津川村観光協会、「奈良まほ

ろば館」、「わかやま紀州館」な

どで配布しております。また

Webからもダウンロードでき

ますので、ご活用ください。

http://totsukawajnfo/

joho/oyakudachi/

スタンフ押印帳

小辺路6ヶ所にス

タンフ押印場所
を設置。踏破の思
い出にお持ち帰り

ください。

L峰温泉ノノX=I
1「

町
gッ

(野迫′::村 )

辺
ヘ

路 ,

/Jヽピ

1,000m超 の峠が3つもある難路ですが、

古い石仏や茶店跡等、往時の風景を伝

える古道をぜひ歩いてください。

語り部今西 芳民さん

出発前には安全登山のためのストレッチ

三浦峠の眺望

小辺路登山マップ
旅の終着地、熊野本宮大社

IQ
■■颯1,11′ ll lす

■    1
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ヽ
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、⑤
高野山開創
1200年

広
大
な
る
紀
伊
半
島
に
は
、
千
メ
ー
ト
ル
級
の

山
々
が
果
て
し
な
く
連
な
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
原

生
林
に
近
い
森
で
し
た
。
神
秘
的
で
美
し
く
、
そ
し

て
厳
し
い
自
然
環
境
は
、心
身
を
鍛
え
、神
仏
に
近

づ
く
た
め
の
修
行
に
ふ
さ
わ
し
い
地
。
そ
の
た
め
、

日
本
特
有
の
山
岳
修
行
の
本
場
と
し
て
、古
く
か
ら

注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

空
海
は
、
都
で
の
勉
学
に
飽
き
足
ら
ず
、
士
口
野
や

四
国
な
ど
各
地
の
山
々
で
修
行
し
、
一追
唐
使
の
留
学

僧
と
し
て
唐
へ
渡
っ
て
本
場
の
密
教
を
学
び
、
帰
国

後
に
真
言
密
教
の
根
本
道
場
と
し
て
選
ん
だ
の
が

高
野
山
。
多
く
の
堂
塔
伽
藍
が
建
ち
並
ぶ
″
天
空

の
仏
教
都
市
″
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
熊
野
本
宮
大
社
は
、有
史
以
前
か
ら
自
然
信

仰
に
由
来
す
る
聖
地
。
貴
賎
も
性
別
も
問
わ
ず
、す
べ

て
の
者
を
救
い
、癒
じ
と
再
生
の
力
を
与
え
て
く
れ
る

大
ら
か
な
神
と
し
て
篤
く
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

熊野本宮大社の説明をしてくださる、陣長野本宮語り部の会」の関秀治さ/

熊
野
参
詣
道

「小
辺
路
」
の
は
じ
ま
り
と
終
着
地
に
件
む

千
戌
２７
キ
、
開
創
十
二
百
キ
を
ユ
え
私
法
人
師
空
海
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
真
言
密
よ
の
総
木
山
、
高
野
山
。

壇
上
伽
主
七
け
ば
れ
る
体
氷
の
空
ん
と
、十
代
か
ら
多
く
の
神
々
が
鎮
ま
る
神
聖
な
ん
と
し
て
人
々
の
性
れ
だ
った

熊
野
木
官
人
社
。焦
野
参
考
こ
の
な
か
で
も
、非
常
に
食
唆
な
こ

「
‘！、
辺
路
」が
かた
つ
の
空
之
を
結
び
ま
す
。

１１．難
∵
ば
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ご
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…真言密教の根本道場として

建立された壇上伽藍。根本大

塔はそのシンポル。

総本山 金隔峯寺

弘仁7(816)年、弘法大師空海が
真言密教の道場として開創。当時は

高野山全体を金剛峯寺と称した。

高
野
山

金日」三昧院多宝塔(国宝)

鎌倉時代の風雅を今に伝える宿坊寺院。

右ツテに,自まる
修行の場である寺院に泊まること

ができるのが宿坊。由緒ある寺院

の建物や庭園などを中からじつく

りと見ることができるのも魅力。伝

統的な精進料理も味わえる。朝の

勤行に参加したり、写経が行える

宿坊もある。

精進料理(イメージ)

中辺路との合流点、三軒茶屋跡
小辺路のラストパートは、中辺路に合流する三軒茶屋跡から。

九鬼ヶ口関所跡で解説する語り部の丼手 均さん。

お大師様が歩かれ、修行道場に最適と開かれた高

野山では、安全登山の祈願をいたしております。

天徳院・副住職伊藤 勝裕さん

世界遺産 熊野本宮館
本宮大社前に立地し、熊野古道の

歴史や世界遺産のこと、熊野本富

について学べる施設。地元紀州産

木材を使つて建てられた、木造平

屋建てのこころ落ち着く空 F85です。

熊
野
那
智
大
社
、
熊
野
速
玉
大
社
と
並
ぶ
熊

野
三
山
の
ひ
と
つ
。
古
く
は
『熊
野
坐
神
社
』
と

呼
ば
れ
て
、出
不敬
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

三
山
に
共
通
す
る
「熊
野
十
二
所
権
現
」
を

祀
っ
て
い
ま
す
が
、
熊
野
本
宮
大
社
の
主
祭
神
は

家
都
御
子
神
（素
蓋
鳴
尊
の
別
名
）
で
す
。

神
仏
習
合
に
よ
り
、家
都
御
子
神
は
本
地
仏
の

「阿
弥
陀
如
来
」
で
あ
り
、
熊
野
本
宮
大
社
は
極

楽
浄
土
の
中
心
地
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

救
い
と
再
生
を
望
む
人
々
か
ら
、
身
分
を
超
え
て

深
く
信
仰
さ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
は
豊
か
に
流
れ
る
熊
野
川
の
中
洲
に

鎮
座
し
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
２２
年
の
大
水
害
に

よ
っ
て
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

果てしなく続くかのような長い山道を踏み越え、熊野

本宮大社に詣でる感動は体験した方だけの宝物。

語り部片岡武彦さん

観光案内

高野町まち未来課

熊野本宮観光協会

師

和歌山県伊都郡高野町高野山636
和歌山県田辺市本宮町本宮 100‐ 1

電話番号      ホームページ
0736-56-3000   http//wWW koy8 0rg

0735-42-0735   httpブ /www hongujp

熊
野
本
宮
大
社

標
高
約
９
０
０
ｍ
の
高
野
山
は
、
周
囲
を

１
０
０
０
ｍ
ク
ラ
ス
の
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
。

境
内
に
は
根
本
大
塔
、金
剛
峯
寺
、金
堂
、御
影
堂

な
ど
の
壮
麗
な
大
伽
藍
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

弘
法
大
師
御
廟
の
あ
る
奥
之
院
に
は
、太
閤
秀
吉

か
ら
太
平
洋
戦
争
の
英
霊
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
時

代

・
階
層
の
人
々
の
墓
が
二
十
万
基
以
上
も
。

高
野
山
霊
宝
館
に
は
、
国
宝
２‐
件
、
重
要
文
化

財
‐４３
件
な
ど
、貴
重
な
仏
教
美
術
が
収
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
仏
教
の
専
門
学
科
を
持
２
局
野

山
大
学
も
あ
り
、
‐１７
も
の
塔
頭
寺
院
が
建
ち
並
ぶ

一大
宗
教
都
市
な
の
で
す
。

一般
の
人
も
宿
泊
で

き
る
宿
坊
寺
院
が
５２
ケ
寺
あ
り
、
精
進
料
理
や
寺

で
の
生
活
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。高野出、朝の勤行

宿坊の魅力のひとつが朝のお勤めに

参加できる点。清浄な早朝の空気の

中での読経には気分がきりつと引き

締まる。早起きしてよかつたと実感で

きる、お寺ならではのひと時。

1熙野 本 宮 大 社 熊野三山の中心で、新宮 男階 とともに全国に3000社以上ある熊野神社の総本宮。

大斎原 cぉゅαょり
熊野本宮大社が明治22年の大水

害で流される前の旧社地で、熊野

り|1音 無川 岩田川の合流点にあ

る。高さ339m、 幅約42mの日本
一の巨大鳥居が立ち、緑豊かな森

に囲まれた中に、「熊野十二所権

現」のうちの中四社 下四社をまつ

る石造の小祠が鎮座。
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越

【
一日暑

～
大
盤

′

高
野
山
か
ら
ほ
ぼ
一直
線
に
熊
野
本
宮
大
社

を
目
指
す
小
辺
路
は
、
標
高
ｌ
ｏ
ｏ
ｏ
ｍ
超
え
の

峠
や
峰
が
い
く
つ
も
あ
る
豊
か
な
自
然
が
そ
の

ま
ま
残
さ
れ
た
参
詣
道
で
す
。

途
中
に
点
在
す
る
小
さ
な
集
落
は
、
昔
な
が

ら
の
生
活
様
式
を
保
つ
の
ど
か
な
山
村
。
奈
良

県
随
一の
水
素
イ
オ
ン
濃
度
を
誇
る
野
迫
川
温

泉
、
「源
泉
か
け
流
し
宣
言
」
を
し
た
十
津
川

温
泉
と
湯
量
豊
富
な
温
泉
杏
ア
ル
が
登
山
の
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
古
き
良
き
日
本
の
原
風

景
を
思
わ
せ
る
眺
め
は
ど
こ
か
懐
か
し
く
、
旅

人
の
心
を
優
し
く
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

快適安全な登山道

厳しくも豊かな自然の中を行く

た の

真言密教の総本山。高野山と神々の聖地・熊野本宮大社を結ぶ

全長約70kmにも及ぶ険峻な山岳ルート「ノ」ヽ辺路」

山深い紀伊半島の脊梁を縦断する長大な道は

いにしえの自然が残る歩き応えのある登山道です

辮罵漫E[ 手́
がない銘水です。

 1愛k.
語り部中谷 至告さん

田 瞳
…

一―́   ――――硼ぃテルのせ,||)~~~｀こ111~~奮 ~^
‐ ヽ

上 :小辺路の最初のパー

トは舗装道も多いが、標

高が高く、眺望のいいス

ポットが多い。 右 :道端
の花にも癒される。

大塔宮縁の地、水ヶ元に

たたずむ道標地蔵。

待
平
屋
敷
跡 上

西
家
跡

山
岳
宗
教
都
市
高
野
山
か
ら

標
高
千
里
削
後
の
山
上
を
行
く

高
野
山
金
剛
峯
寺
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
ろ
く
ろ

峠
（大
滝
口
女
人
堂
跡
）、
薄
峠
を
越
え
て
大
滝
集

落
へ
。
江
戸
期
に
紀
州
徳
川
家
へ
献
上
し
た
と

い
う
銘
水
「葵
の
丼
戸
」
が
今
も
湧
い
て
い
ま
す
。

平
維
盛
の
縁
の
護
摩
壇
山
を
眺
望
で
き
る
高
野

龍
神
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
合
流
し
、水
ヶ
峰
の
集
落

跡
か
ら
再
び
林
道
へ
。
車
道
歩
き
が
多
い
も
の

の
、
展
望
が
い
い
の
で
気
持
ち
よ
く
歩
け
ま
す
。

平
辻
か
ら
は
自
然
道
に
な
り
、
下
っ
た
と
こ
ろ
が

ゴ
ー
ル
の
大
股
。
そ
う
め
ん
作
り
や
あ
ま
こ
の

養
殖
を
行
う
清
流
の
里
で
す
。

伯
母
子
峠
越
蚕
～一言
】

全
行
程
中
最
も
高
い
峠
越
え

山
頂
か
ら
は
３
６
０
度
の
絶
景

静
か
な
山
の
温
泉

・
ホ
テ
ル
の
せ
川
で
疲
れ

を
癒
し
、大
股
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
伯
母
子
岳
ま
で

は
標
高
差
約
６
０
０
ｍ
、
登
り
始
め
か
ら
つ
づ
ら

折
り
の
急
坂
が
続
き
ま
す
。
バ
テ
な
い
た
め
に

は
ぺ
―
ス
配
分
が
重
要
で
す
が
、
歩
き
慣
れ
た
山

岳
ガ
イ
ド
の
案
内
だ
と
安
心
。

伯
母
子
岳
は
眺
望
の
い
い
山
で
、
周
囲
の
山
並

み
が

冨
工。
山
頂
の
北
東
側
が
峠
で
、
避
難
小
屋

が
あ
り
ま
す
。
三
浦
口
へ
は
往
時
の
小
辺
路
の
生

活
道
と
し
て
の
隆
盛
が
偲
ば
れ
る
上
西
家
跡
や
茶

屋
跡
な
ど
、
風
情
あ
る
遺
構
を
通
っ
て
下
り
ま
す
。

伯母子岳山頂は大峰の山並みを一望できる絶

景ポイント。峠からは15分程度の距離。

路傍に什む石仏

清流のほとりにたたずむ一軒宿。

・..                                                        L



三

浦

峠

越

扁

口
～
十
津
川
且

棚
田
や
石
畳
、
屋
敷
跡
に

昔
の
暮
ら
し
の
面
影
が
残
る

三
浦
口
か
ら
吊
り
橋
を
渡
り
、
民
家
の
間
に
続

く
石
畳
の
道
へ
。
棚
田
や
茶
屋
跡
、樹
齢
数
百
年

の
杉
の
巨
木
に
囲
ま
れ
た
吉
村
家
跡
、
丁
石

・
石

仏
な
ど
が
点
在
、地
元
小
学
生
が
描
い
た
看
板
に

も
心ヽ
和
み
ま
す
。

三
十
丁
の
水
場
で
の
ど
を
潤
し
、
〓
一浦
峠
へ
。

西
中
ま
で
の
下
り
も
史
跡
が
多
く
、
樹
林
の
中

の
歩
き
や
す
い
道
で
す
。
矢
倉
観
音
堂
を
過
ぎ

西
中
バ
ス
停
か
ら
は
長
い
車
道
で
す
が
、
途
中
に

は
一
日
な
が
ら
の
鍛
冶
屋
さ
ん
が
あ
り
、ゴ
ー
ル
で

は
十
津
川
温
泉

・
ホ
テ
ル
昴
の
名
湯
が
待
っ
て

い
ま
す
。

は

て

　

　

　

な

し

果

無

峠

越

冨

川
温
泉
～
八
査

最
後
の
難
所
、
長
大
な
る

”果
無
峠
越
え
“
の
道

十
津
川
温
泉
か
ら
い
よ
い
よ
最
後
の
難
所
、

果
無
峠
越
え
へ
。
ホ
テ
ル
昴
か
ら
ス
リ
リ
ン
グ
な

吊
り
橋
を
渡
り
ま
す
。
″
天
空
の
郷
″
果
無
集
落
は
、

日
本
の
原
風
景
と
い
う
風
情
の
の
ど
か
な
集
落
。

果
無
峠
ま
で
は
長
い
登
り
で
す
が
、
か
つ
て
雨
水

で
米
作
り
を
し
て
い
た
天
水
田
跡
や
、
優
し
い

表
情
の
石
仏
に
出
会
え
ま
す
。
観
音
堂
で
一体
み

し
て
果
無
峠
に
は
宝
医
印
塔
が
。
六
字
名
号
碑

や
二
十
丁
石
、
県
境
の
集
落

・
七
色
へ
の
分
岐
を

過
ぎ
、
熊
野
川
沿
い
の
八
木
尾
へ
と
下
り
ま
す
。

登り始める前に長いつり橋の洗礼。揺れる橋の下

は澄んだ清流だが、眺める余裕は…?

ホテル昴 (す
`ぎ

る)

吉村家跡周辺の樹齢

500年前後の大杉の

防風林には、かつて

の暮らしの痕跡が。

コース上には昔ながら

の鍛冶屋さんも。

田

三
浦
口
（五
百
瀬
）

三
十
丁
の
水

田 トイレ

ロ 水場

田ロ ホテル昴

上 :「政所Jは築約300年、県指定有形文

化財の建物に泊まれる。風格ある薬王

門が目印。 右 :「山本Jは料理自慢の女
将さんが新鮮な材料で手作りする食事

が人気。鳥骨鶏の卵が出ることも。

お問い合わせ:かんのがわHBP
httpノ/www kannogawa com

農村ステイが気軽に楽しめる

メゾネットタイプの一棟貸し

「Villaかんのがわ」
廃校となつた小学校跡の教員宿舎をリニューアルした

体験施設。ミニキッチン付きで、簡単な調理器具やIH

コン回、食器なども完備され、短期～中期の田舎暮ら

し体験が可能です。

田
舎
暮
ら
し
を
体
感

谷
橋
田

伯
母
子
峠
か
ら
下
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
、神
納

川
地
区
・
五
百
瀬
集
落
で
す
。
周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
た
自

然
豊
か
な
集
落
で
、
そ
の
侍
ま
い
は
ど
こ
か
懐
か
し
い
。

日
本
の
原
風
景
の
よ
う
な
の
ど
か
さ
に
心
が
安
ら
ぐ
神

納
川
地
区
に
は
コ
ン
ビ
ニ
も
旅
館
も
な
い
の
で
す
が
、地
元

の
方
が
営
む
と
て
も
魅
力
的
な
「農
家
民
宿
」
が
あ
り
ま
す
。

料理上手な村のお母さんたち。地産池消の

新鮮さと、各家庭に伝わる伝統の味が自慢。

左から、辻伊久子さん、中南佐栄子さん。

十
津
川
温
泉

昴
の
郷

果
無
集
落

八
木
尾

能
野
本
宮
大
社
Ｏ
ｍ

親
戚
の
家
に
泊
ま
る
よ
う
な

ア
ツ
ト
ホ
ー
ム
な
お
宿
で
、
四

季
折
々
の
山
菜
や
、
自
家
栽
培

の
米
、
も
ぎ
た
て
新
鮮
な
野
菜

な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
作

ら
れ
る
、
手
作
り
の
料
理
が
い

た
だ
け
ま
す
。

1′114m

が
立
日
堂

囮



の天然温泉

緑
滴
る
森
を
歩
き
、石
仏
に
励
ま
さ
れ
て
峠
を
越
え
、

歩
き
疲
れ
た
身
体
を
温
泉
で
癒
す
至
福
の
ひ
と
時
。

詢呻
…

6

熊野参詣道

小辺路

だ~■・ヽ
″
■

冬にはオシドリが二津野ダム湖に飛来

以

一
ヽ

獲

「

・

十津川村

6…

熊野本宮大社



熊
野
の
大
自
然
の
中
に
残
る

歴
史
あ
る
古
道
を
辿
り
、

心
身
を
癒
し
て
く
れ
る
名
湯
で

至
福
の
ひ
と
時
を
過
ご
す

小
辺
路
の
魅
力
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
道
中
に
良
質
の
温

泉
が
多
く
点
在
し
て
い
る
こ
と
が
第
一に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

歩
い
た
疲
れ
を
、
そ
の
日
の
う
ち
に
温
泉
で
癒
せ
る
と
い
う

の
は
、
長
い
歩
き
旅
を
志
す
者
に
と
っ
て
は
何
よ
り
も
う
れ
し

い
要
素
な
の
で
す
。

高
野
山
か
ら
一泊
目
は
、
な
め
ら
か
な
肌
触
り
の
野
迫
川

温
泉
。
二
泊
目
か
ら
は
日
本
初
の

「源
泉
か
け
流
し
宣
言
」

Ｆ

躍
有
名
に
な
っ
た
名
湯
十
津
川
温
泉
郷
へ
。

ゴ
ー
ル
の
熊
野
本
宮
大
社
に
は
、
熊
野
詣

ゆ

　

ご
　

り
　

ば

前
　
の
湯
垢
離
場
で
あ
り
、
旅
人
の
疲
れ
を
癒
し

楊
　
た
歴
史
の
湯
、
湯
の
峰
温
泉
が
あ
り
ま
す
。

な
　
　
野
趣
あ
ふ
れ
る
露
天
風
呂
が
楽
し
め
る
川

柳
　
湯
温
泉
や
渡
瀬
温
泉
な
ど
も
近
く
、
熊
野
の

菜「
　
自
然
の
恵
み
そ
の
も
の
の
温
泉
で
、
心
身
共

腺
　
に
癒
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

温泉は大地から湧きだす自然の恵み

|

宿の向かいには元村社の

勝手神社が鎮座。

観光案内

野迫川村産業課

温泉施設

ホテリレのせ川

野迫川温泉
― のせがわおんせん―

奈良県下では随一の

水素イオン濃度を誇る泉質。

無色透明・無味無臭で、俗に「美人の湯」と

呼ばれるタイプの強アルカリ温泉。

なめらかな肌触りが特徴で、

入ると肌がすべすべに。

泉質:単純硫黄泉

源泉温度:197て

効能:リ ウマチ、糖尿病、婦人病

小
辺
路
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ
る
高
野
山
を
出

発
す
る
と
、初
日
は
通
常
大
股
あ
た
り
ま
で
。
こ

こ
で
ぜ
ひ
泊
ま
り
た
い
の
が
野
迫
川
温
泉
で
す
。

高
野
山
の
奥
座
敷
と
で
も
言
え
る
よ
う
な
場

所
に
位
置
し
、
深
い
山
の
中
の
清
流
の
ほ
と
り
に

た
た
ず
む
、
静
か
で
心
安
ら
ぐ

一軒
宿
。
大
股
か

ら
車
で
約
３
分
と
、
コ
ー
ス
上
か
ら
は
少
し
離
れ

て
い
ま
す
が
、
予
約
時
に
頼
ん
で
お
け
ば
ホ
テ
ル

と
大
股
間
の
送
迎
を
し
て
も
ら
え
ま
す
。

温
泉
は
、
非
常
に
な
め
ら
か
な
肌
触
り
で
、
刺

激
が
な
く
、
浸
か
り
心
地
が
と
て
も
い
い
の
が
特

徴
。
浸
か
っ
て
い
る
だ
け
で
肌
が
す
べ
す
べ
に
な

る
の
で
、
特
に
女
性
に
人
気
。
湯
冷
め
も
し
に
く

く
、疲
れ
を
癒
す
に
は
最
適
で
す
。

師

奈良県吉野郡野迫川村北股84

師

奈良県吉野郡野迫川村北今西426

電話番号      ホームベージ
0747-37-2101   httpブ /www V nosegawa naralp

電話番号      ホームベージ
0747-38-001]  http//www hote卜 nosegawalp

一軒宿「ホテルのせり|口は川に面した広い浴室で極上の湯に入れる。

奥
高
野
の
静
か
な
一軒
宿

．野
迫
川
温
泉

に碑炒

夕̈

ながら

轟
　
　
　
・

冬
の
風
物
詩
、
川
湯
温
泉
「仙
人
風
呂
」
は

川
の
中
の
巨
大
露
天
朦
呂
。
が
．　
　
　
　
．



心身再生の天然温泉

上 :二津野ダム湖のほとりに旅館や民宿、公

衆浴場などが集まる、十津川村で最も賑わ

うエリア。 左 :第 3セクターの「ホテル昴」
は露天風呂のある温泉「星の湯」が人気。

十津川温泉
L´ ,う オ,お /tt t

元禄年間に炭焼き職人が発見したと言われる

「下湯」を源泉とする、二津野ダム湖畔の温泉地。

十津川村で最も多くの旅館や商店が

集まっており、にぎやかなエリア。

温泉宿のほか、公衆浴場も3か所ある。

日本の名湯100選の一つに数えられている。

泉質:ナ トリウム炭酸水素塩泉

源泉温度:70て

効能:きりきず・火傷など

※日本の名湯 100選はNPO法人 健康と温泉フォーラム選定

l      :

気軽に入れて

気持ちのいい「足湯」

通りすがりでも入れる足湯が人気。

十津川温泉ホテル昴の足湯は清潔

で快適。

湯泉地温泉
― とうせんじおんせん―

村役場なども近くにある十津川村の中心に位置。

十津川の温泉の中では

最も古い歴史を有している。

1581年 に佐久間信盛が訪れたとも伝えられている。

泉質:単純硫黄泉

源泉温度:60て

効能:慢性婦人病など

一 かみゆおんせん―

十津川温泉から西へ約5kmの上湯川上流 (二湧く。

享保年間に里人が見つけたと言われ

秘湯とにヽう表現がふさわしい落ち着いた件まtヽ。

肌をしっとりさせる重曹泉で

「美人の湯Jと呼ばれ、アトピーにも効果がある。

泉質:ナ トリウム炭酸水素塩泉

源泉温度:85て

効能:皮膚病・アトピーなど

「泉湯」「滝の湯」と2軒の公衆浴場がある。ほん

のり硫黄が香るお湯はさまざまな効能がある。

紀
伊
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
十
津
川

村
。
琵
琶
湖
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
で
、村
と
し
て
は

日
本

一
の
広
さ
を
有
し
て
い
ま
す
。
″
関
西
の
秘

境
″
と
呼
ば
れ
、
「日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連

合
に
も
加
盟
。

村
内
に
は
、
湯
泉
地
温
泉

・
十
津
川
温
泉

。
上

湯
温
泉
の
３
つ
の
温
泉
と
２５
の
温
泉
施
設
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
豊
富
な
湯
量
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

２
０
０
４
年
に
全
国
に
先
駆
け
て
「源
泉
か
け
流

し
宣
言
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

し
か
も
、
泊血
泉
地
内
の
す
べ
て
の
施
設
が
「源

泉
か
け
流
し
温
泉
」
と
い
う
の
は
非
常
に
珍
し

く
、
そ
の
点
で
も
日
本
初
。
泉
質
も
よ
く
、
贅
沢

な
温
泉
三
昧
が
楽
し
め
ま
す
。

湯温泉

宿は「神湯荘」一軒のみ。夜の露天風呂はラ

ンプの灯りで入る。美肌の湯。

観光案内        住所              電話番号     ホームページ
十津川村観光振興課   奈良県吉野郡十津川村小原225 1 0746 62 0004 httpノ /www Ⅷ totsukawa gip
十津川村観光協会    奈良県吉野郡十津川村小原3151 0746-63‐ 0200 httpブ /tOtsukawa inf0
温泉施設        住所              電話番号     ホームベージ
昴の郷温泉保養館「星の湯」 奈良県吉野郡十津川村平谷9094 0746641111
庵の湯         奈良県吉野郡十津川村平谷865  0746-641100
南部老人憩いの家「憩の湯J 奈良県吉野郡十津川村平谷6266 074664-O043
泉湯          奈良県吉野郡十津川村武蔵28‐4 0746-620090
滝の湯         奈良県吉野郡十津川村小原373  0746620400

「



川沿いに温泉宿が建ち並ぶ湯の峰温泉。小さな川の中につぼ湯、野菜や卵を姉でる「湯筒」がある。

湯の峰温泉
― ゆのみねおんせん―

日に7回、湯の色が変化すると言われている岩風呂

「つぼ湯」は、「紀伊山地の霊場と参詣道」に

参詣道の一部として世界遺産登録されている風呂。

関西では珍 Ltヽ硫黄分を含んだ泉質で

旅の疲れを癒す(こは最適の、まさに極上の温泉。

泉質 :含硫黄―Na炭酸水素塩泉

源泉温度 :92て

効能 :リ ウマチ性疾患、神経痛

皮膚病、糖尿病など

つば湯のすぐ近くには、気軽に入れる銭湯式

の公衆浴場、無加水のくすり湯もある。

川の流れを身近に感じなから温泉に浸かれる露

天風呂。宿が常設で用意しているものも。冬期の

仙人風呂とはまた変わつた風情を楽しめる。

泉質 :単純泉

源泉温度 :73て

効能 :神経痛、糖尿病

観光案内

熊野本宮観光協会

聖地熊野を核とした癒しと蘇りの観光圏協議会

温泉施設

川湯温泉仙人風呂(例年12月 ～翌年2月試で)

川湯温泉公衆浴場

湯の峰温泉つぼ湯/公衆浴場

クア八ウス熊野本宮

渡瀬温泉わたらせ温泉大露天風呂

小栗判官蘇生の湯

つぼ湯
(世界遺産登録の温泉)

病に冒され、瀕死の状態に

なつた小栗判官が、数奇な

巡り合わせで再会した照

手姫の助けによつてこの

温泉を訪れ、湯の薬効で

蘇つたという説話で有名。

一 かわゆおんせん一

川底から絶えず湧き出している70度以上の源泉に、

熊野川の支流大塔川の水が混ざり、ほどよい温泉に。

川底を掘れば自分で湯船が作れる。

冬の風物詩仙人風呂は例年12月～翌年2月。

熊
野
本
宮
に
は
、
熊
野
古
道
中
辺
路
の
派
生

ル
ー
ト
、
赤
木
越

。
大
日
越
が
交
差
す
る
湯
の
峰

温
泉
、
熊
野
川
支
流
の
大
塔
川
に
湧
く
川
湯
温

泉
、
四
村
川
沿
い
の
渡
瀬
温
泉
の
３
つ
の
温
泉
の

個
性
が
光
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
、熊
野
を
目
指
し
て
長
い
旅
路
を
歩
い

て
来
た
旅
人
た
ち
は
、
熊
野
本
宮
大
社
に
詣
で
る

前
に
、
ま
ず
は
湯
垢
離
（温
泉
で
身
を
清
め
る
）

を
行
っ
た
の
で
す
。

四
世
紀
頃
に
発
見
さ
れ
た
湯
の
峰
温
泉
は
、
開

湯
千
八
百
年
の
歴
史
が
あ
り
、
日
本
最
古
の
温
泉

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
後
、
歴
代
上

皇
の
熊
野
御
幸
に
よ
っ
て
広
く
そ
の
名
が
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

渡瀬温泉
― わたぜおんせん―

広大な露天風呂や、家族風呂もある温泉宿。

クアハウスやバンガロー、キャンプ場なども併設、

釣りや川遊びなどもできるので、

リゾート感覚で訪れる人も多い近代的施設。

泉質:ナ トリウムー炭酸水素塩・塩化物泉

源泉温度:60て

効能:リ ウマチ・神経疾患・創傷
宿泊棟とは独立した温泉施設。西日本最大級の広々とした

露天風呂があり、ゆつたりと温泉三味が楽しめる。

住所               電話番号      ホームベージ
和歌山県田辺市本宮町本宮 100‐ 1  073542‐ 0735  httpブ /www honguip

和歌山県田辺市新屋敷町 1番地    073926‐ 9929  httpブ /wWW yash卜 kumanojp
住所                電話番号       ホームベージ
和歌山県田辺市本宮町川湯      0735420735(熊 野本宮観光協会)
和歌山県田辺市本宮町川湯1423  0735-42-1633
和歌山県田辺市本宮町湯峰     0735‐ 420074
和歌山県田辺市本宮町渡瀬45-1   073542‐ 1777
和歌山県田辺市本宮町渡瀬45‐ 1   0735 42 1185  httpブ /www wata「 ase onsenip

本
宮
温
泉
郷

山
と
川
に
囲
ま
れ
た
情
緒
あ
ふ
れ
る
温
泉
地

川湯温泉



町

山
里
の
豊
か
な
自
然
が
育
ん
だ

響
ジ
ビ
エ
料
理
に
舌
つ
づ
み

さっぱりとしているのに肉の

旨みが感じられる。

新鮮さが一日でわかる鍋の

食材。きちんと処理された

ジビエは意外とクセがなく、

野生の旨みがぎゅっと凝縮。

野迫川の名物料理「カシキ鍋」。脂がたつぷり乗つた鴨、意外と

きつぱりとした味わいの猪、旨みが濃い雉、3種のジビエを地元

産の野菜やきのこと特製出汁で煮込む。それぞれの旨みが複雑

に合わさつて、極上の美味に。

天空の仏教都市高野山から、原生の自然が息づく熊野へ

絶品の山の幸、豊穣なる海の幸
｀
食
″
もまた修業の一環として、心を込めて作られる繊細な精進料理と、

深山幽谷と熊野灘がもたらす、熊野の豊穣なる山・り‖・海の幸を丸ごと味わう。

天
然
自
然
の
恵
み
を
活
か
し

先
人
の
知
恵
が
詰
ま
っ
た

伝
統
あ
る
食
文
化
に
触
れ
る

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
紀
伊
半
島
に
は
、清

流
が
育
む
川
魚
や
、
山
菜

・
キ
ノ
コ
を
始
め
と
す

る
、
優
れ
た
食
材
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

黒
潮
が
洗
う
熊
野
灘
か
ら
は
新
鮮
な
海
の
幸
が
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
自
然
の
恵
み
を
巧
み
に
生
か

し
て
作
ら
れ
る
、
地
域
固
有
の
伝
統
的
食
文
化

も
、
注
目
に
値
す
る
も
の
で
す
。

高
野
山
の
寺
院
で
伝
統
的
に
創
ら
れ
て
き
た

精
進
料
理
や
、
山
深
い
村
に
伝
わ
る
料
理
に
は
、都

会
の
高
級
料
理
店
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
豪
華
さ

と
は
対
極
の
、
本
物
の

″精
緻
さ
″が
あ
り
ま
す
。

地
産
地
消
が
基
本
で
、
四
季
折
々
の
自
然
の
恵

み
に
感
謝
し
な
が
ら
丁
寧
に
手
作
り
さ
れ
る
メ

一
互
―
は
、
何
よ
り
新
鮮
さ
が
ご
馳
走
。
低
力
口

り
―
で
ヘ
ル
シ
ー
な
も
の
が
多
い
の
も
大
き
な
特

徴
で
す
。

代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
料
理
法
や
、
季
節
ご

と
の
自
然
の
恵
み
、
そ
し
て
参
詣
道
を
歩
む
旅
人

に
対
す
る
も
て
な
し
の
心
が
詰
ま
っ
た
手
作
り

料
理
の
数
々
。
心
身
と
も
に
癒
し
て
く
れ
る
そ

れ
ら
の
美
味
は
、
歩
き
旅
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
印

象
深
い
思
い
出
の
ひ
と
つ
に
。

写真 :湯泉地温泉 十津川荘

田んぼがほとんどないような山深い地域
ですが、それだけに山の幸を上手に生

かしてきた先人の知恵をぜひ味わつて。

語り部番留 京子さん
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写真 :ホ テルのせ川



Ｌ
山
の
深
い
森
と
清
流
が
育
ん
だ

博
山
里
の
恵
み
を
満
喫

上 :アメノウオ (あまご)のから揚|九清流で育つアメ

ノウオ (あまご)は上品な味。 右 :十津川の郷土料
理「むこだまし」。もち米がないため、雑穀を使つて

餅に似せた料理を作り、婿に食べさせたと伝わる。

写真 :十津り1温泉 ホテル昴

地元番茶を使つたしゃぶしゃぶ。熊野牛の旨みが際立つ。

熊野牛は、この地方で育てられる黒毛和牛で、

出荷頭数が限られた稀少なブランド牛。肉質

はきめ細かで柔らかく、非常に美味と定評が

ある。また、熊野は那智勝浦や田辺の漁港が

近く、近海の新鮮な海の幸にも恵まれている。

生マグ回の水揚げ

日本一、那智勝浦町

の勝浦港から届く、

とびきり新鮮な魚

介類が味わえる

歩き旅を楽しむために

本宮町

写
真

一
十
津
川
温
泉

田
花
館

写
真
提
供

一
高
野
町
ま
ち
未
来
課

地元産の食材にこだわつた、季節感のある会席料理。

紀伊半島はほとんどが山林で、耕作可能地は

ごくわずか。かつては交通の便も悪く、独自

の文化を築いてきた。山の幸・り‖の幸を活か

した食文化はまさに山村ならでは。素朴で味

わい深い料理は、訪れた者だけが味わえる。

高野町

進

胡麻を滑らかに擦

り、葛粉と練り上げる

高野山名物のごま豆

腐。手間がかかるが

コクがあつて美味。

千
年
の

食もまた修行の一環として、厳格な戒律や作

法の元、修行僧によつて作られる寺の精進料

理。殺生が禁じられているため、野菜や豆類、

穀類で作られるが、長い歴史の中で洗練さ

れ、日本料理の一ジヤンルとして花開いた。

料
理
に
感
嘆

伝
統
に
磨
き
上
げ
ら
れ
た

美味しくて重要なお供「弁当」
長距離を歩くためには、栄養補給が重要。朝食をしつか

りと食べることはもちろん大事ですが、小辺路の場合、途

中にコンビニも商店も食堂も一切ありません。お腹がす

いたからといつて、補充することはまず不可能。幸いなこ

とに、美味しい地元食材をたつぶりと使つた名物弁当が

あれこれ。昼食が美味しいと、大きな励みになります。

左:笹ずし小倉屋「こうや三山弁当」。コンパクトで携行に便利⊂EL 0736-562700)

中:ホテルのせ川「山いき弁当」。彩りよく詰められボリュームたつぷり(TEL 0747-380011)

右 :ホテル昴「山の宝弁当」。山で食べやすいセレクト⊂EL 0746-641111)

写真:十津川温泉ホテル昴

写真提供 :高野町まち来来課
写真 :り 湯温泉 亀屋旅館

菫
示

な
自
伏
いが
育
ん
だ
熊

野

牛

と

熊
野
灘
の
海
中の
幸
りを
堪
能

季節の食材を使つて手作りされる精進料理は彩り美しい。

写真 :川 湯温泉 亀屋旅館
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厳しい環境と豊かな自然が育んだ
良質の素材を使用、風通し

と水はけ、適度な陽光があ

る場所で育成。歯ごたえの

ある食感で美味しいきのこ。

笹
巻

山深い紀伊山地は、平地が少なく、ほとんどが山林。

そのため、昔から山や川の恵みをうまく生かした

独自の食文化が作り上げられてきました。

び

ヨモギ入りの生数でこしあんを

包み、笹の葉で巻いたお菓子。香

りがよく、上品な甘さ。(高野町)

仏
教
の
教
え
や
思
想
と

山
の
自
然
環
境
が
融
含

弘
法
大
師
空
海
が
開
い
た
密
教
の
根
本
道
場

で
あ
り
、
１
２
０
０
年
に
渡
っ
て
仏
教
都
市
と
し

て
発
展
し
て
き
た
高
野
山
。
そ
の
歴
史
の
中
で
、

高
度
に
洗
練
さ
れ
た
精
進
料
理
を
中
心
と
す
る
、

独
自
の
食
文
化
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

標
高
９
０
０
ｍ
の
山
上
に
あ
り
な
が
ら
も
、
古

く
か
ら
京
の
都
や
ほ
か
の
地
域
と
の
行
き
来
も

あ
り
、
訪
れ
る
人
々
も
多
か
っ
た
た
め
、
雅
や
か

な
和
菓
子
な
ど
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

一方
、
隣
接
す
る
野
迫
川
村
は
、
曲豆
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
た
山
深
い
里
で
、
多
く
の
魅
力
あ
る
食

材
を
産
し
て
、小
辺
路
の
「食
」
を
賄
っ
て
い
ま
す
。

伯
母
子
岳
か
ら
流
れ
落
ち
る
、一月
ら
か
な
水
を

利
用
し
て
栽
培
さ
れ
る
わ
さ
び
、
地
元
の
原
木
を

使
っ
て
栽
培
さ
れ
る
肉
厚
の
し
い
た
け
、清
流
の
中

で
大
切
に
育
て
ら
れ
る
あ
ま
ご
、
独
特
の
歯
ご
た

え
と
舌
ざ
わ
り
の
良
い
そ
う
め
ん
な
ど
、
い
ず
れ
も

冷
涼
で
、
昼
夜
の
気
温
差
が
大
き
い
野
迫
川
村
の
、

山
里
な
ら
で
は
の
厳
し
い
環
境
に
適
応
し
た
も
の
。

「高
野
豆
腐
」
の
名
で
広
く
知
ら
れ
る
凍
り
豆

腐
も
、
プ」
の
村
の
冬
の
寒
さ
を
利
用
し
て
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

自然栽培のわさびは、水が清く、

栽培に適した気候というだけでな

く、古来守つてきた稀少な在来種。

清流にしか棲まないあ

まごは姿も美しく、淡

白で上品な味。清流の

女王と称されている。

今では珍しくなつた原木栽培のしいたけ。

寒暖の差が大きいこの地域の気候にも

あつていて、しいたけ本来の美味しさです。

語り部岡 修一さん
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山
の
恵
み
や
気
候
を
活
か
し
た

伝
統
的
な
熊
野
の
美
味

熊
野
地
方
は
、
近
畿
の
屋
根
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
ほ
と
ん
ど
の
エ
リ
ア
が
山
地
で
占
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
で
も
屈
指
の
多
雨
地
域

で
、
谷
は
深
く
削
ら
れ
、
山
か
ら
流
れ
落
ち
る
清

流
が
激
し
く
ほ
と
ば
し
っ
て
い
ま
す
。

海
に
近
い
エ
リ
ア
は
冬
で
も
温
暖
で
す
が
、
標

高
の
高
い
と
こ
ろ
で
は
冬
は
雪
が
積
も
る
な
ど
、

気
候
差
が
大
き
い
の
も
特
徴
の
ひ
と
つ
。

そ
の
た
め
、
生
態
系
が
豊
か
で
、
山
菜
や
川
魚
、

き
の
こ
な
ど
、
多
彩
な
山
の
幸
を
生
み
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
の
自
然
の
恵
み
を
賢
く
利
用
し
、

独
特
の
食
文
化
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

山
に
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
、
キ
ジ
な
ど
の
動

物
類
が
、
川
に
は
、
清
流
に
し
か
棲
む
こ
と
が
で

き
な
い
あ
ま
ご
が
生
息
。
中
流
域
以
下
で
は
ア

ユ
な
ど
も
豊
富
に
獲
れ
ま
す
。

耕
作
適
地
が
少
な
い
た
め
、曲辰
業
も
大
量
生
産

に
は
向
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
里
の
人
々
が
自
給
の

た
め
に
育
て
て
き
た
作
物
は
、
固
有
の
品
種
も
多

く
、地
域
の
気
候
風
土
に
適
応
し
て
お
り
、
美
味

栽培に適しており、香り高

く味わい深い。(十津川村)

い

し

し
い
も
の
が
多
い
の
で
す
。

元
々
は
自
家
用
の
た
め
に
細
々
と
作
ら
れ
て

き
た
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
は
、
世
間

一般
に
出
回
る

工
場
生
産
品
と
は
異
な
り
、
豊日
な
が
ら
の
方
法
で

手
づ
く
り
さ
れ
て
い
る
た
め
、
非
常
に
美
味
し

く
、
稀
少
な
逸
品
。
相
橘
類
も
名
産

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
山
間

部
で
も
育
て
や
す
い
柚
子
や
、
柚
子

を
ケ
ー
ス
に
秘
伝
の
技
で
作
ら
れ

る
柚
べ
し

（ゆ
う
べ
し
）
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

季
節
に
よ
っ
て
は
山
菜
類
も
豊

富
で
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
、
ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン

マ
イ
、
ウ
ド
な
ど
、
野
趣
あ
ふ
れ
る

季
節
の
味
わ
い
も
魅
力
。
き
の
こ

類
の
美
味
し
さ
は
、
ま
さ
に
特
筆
も

の
で
す
。

柚子の実をくりぬき、胡桃や胡麻な

どを混ぜた味噌を詰め、蒸して乾燥

させた伝統的保存食。(十津川村)

手づくりで丁寧に作られて

おり、量産品とは全く異なる

美味しさ。(十津川村)

高菜漬で握り飯を包んだもので、食べるときに目を見開くほど

大きいところから名づけられた熊野の郷土食。

ノ

ヽ

雄大な自然の中で育てられる熊野牛は、き

め細かな肉質で柔らかく、旨みがたつぷり。

寒暖差や湿度などが茶の

冬の寒さを活かし、音ながらの製

法で作られている。水がいいため

風味がよく、コシの強さも特徴。そ

うめんと太麺を製造。(野迫川村)

ゝ
′
し
ヽ

め
は
り
寿
司

雑誌、講演、料理コンテストなど幅広く活躍する

料理研究家・江上栄子先生も絶賛

ホテルのせ川の「カシキ鍋」は、名前もステキですがお

味も美味しく、お勧めの逸品です。野迫川産のそうめん

は、和。洋。中のメニューに応用できコシが自慢。また、十

津川村のアメノウオ (あまご)も素晴らしい素材。甘露煮

やマリネ等、上質な味でお土産にもお勧めです。巨大キ

ノコも希少価値。山里の魅力あふれる逸品です。

農作業の昼食にも。作り手によって少しず

つ味が違うので、いろいろ食べて比べて

みても。古道歩きのお供には最適ですよ。

語り部岩本 泉治さん

江上栄子氏佐 )

江上料理学院学院長。2002年フランスよ

り「農事功労賞」受賞。マスメディアでの料

理研究家としての活動や外食産業、食品会

社の顧間としてフードビジネスに関わる。

江上種英氏皓 )

江上料理学院主幹。マスメディアでの批

評掲載や、大手食品会社レシピ開発、食

材コンテスト、食品展示会の運営なども

手がける。
果無集落に住む岩本カツさんと

繹
》

し

中
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